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ばその債額に從つて賠償せられる（SSp・一Lmld1・eeht　III，5§4〉。
馬叉は衣服を貸與せる者あるとき、借受人が期日に至るも返却
せぬときには訴へらるべく、若し損傷あらば賠償せらるべきで
ある（SSp．一Lをmdreゆt　III，羽§1）。そしてか＼る抑留物はそれ
を登見次第、貸付人は盗品追及手績にようそれを奪還し得る（同
條§3〉。馬其他の家畜が質入期間内に整死すれば、質取人はそ
れに關して自己に責なき旨を讃明し、巳つ穣利能力にかけて宣
誓を行つて賠償責任を冤れ得る。而して特約なき限ウは被捲保
債権は消滅するに至る（SsP．一Lalldr（・dlHH，5§5）。
儘一）Ssp。一LandrechH，65§411r，38111r，311」ehnfecht67§311～8§gl
　　§10等は損害賠償に關係するも、なぼ今これに鰯る瓦ことを得ない〕
　裁判に關しては、訴の提起、召喚、出頭、裁判自膿に關する
もの、不法差押等が基げられる。先づ出頭に關する定を見るに
Lex　Salieaは裁判所へ適法に召喚せられたる者が正當の事由な
くして出頭せざれば600〔1i1L（15soL）の責あウとし（Lex　StもlicとL
1§1〉、他人を召喚したる者卿ち原告）が自ら不滲しぬるとき
は正當の事山なき限う1珊dilL（15801．）の責あウ且つそれは被
告に入るべきものとした（同條§2）。國事に携れる者は忍喚せ
らるべきではない。　巨Pちそ・れは正常な事由となる（同｛集§4〉。
但し郡（Gal・，脚go〉中で自用を行つてゐる場合はそれに入らぬ
く同條§5）。謹人として適法に召喚せられたる者が出頭せぬ場
合には、その者は“Oo｛li］L（15s・1・）の責あウとせられ・（Lex
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Sa1．49§2）、たとへ出頭しても離言拒絶を爲せば同額の責あウ
とせられブ～（同條§3）。期日に出頭する事を拒絶し、又は出頭
するも陪審員によつて命ぜられたる事項（賠罪金支彿、盟神探
湯、誓約等）を爲すことを怠れば、彼は國王の面前に召喚せら
れる。所定の手績を維て三度召喚が行はれ而もなほ出頭せざれ
ば、國王はその者をその肚會より除外する。即ち「八分」する。彼
を宿泊せしめても食事を給しても、それをたとへ妻が行つても
600din．（15soL）の責あること＼なる。但し被皆が本來支沸ふ
べかうしものを支彿へば此禁は解かれる（1・（・x　Sal．56）。Lex
s＆licaの増補は、從者たる身分を有する者の訴に關し特則を設
け、從者が從者に封して法定の方法に從はずして訴を提起し叉
は保謹人を乞へば窮s菰の責あめ、又從者が從者に封して宣誓
を行へば15sol。の責あウとしプ～（NOv．V，8§2）。そして、正當な
る事由の種類を、國事に携はれる場合の外に、家が焼けたとき、
病氣によう制せられてゐるとき、拉に親族（父、母等）の死燈を
家の中に有してゐるときに迄振張しブ～（Noy．VI，1）。Capiもul乱re
Saxmicumに至れば、若し貴族よう召喚を受けて裁到所へ出頭
すべき場合に慨怠すれば、　その者は｛卜・Lの責あるものとし、
自由人よウの場合には2綱！卜自由人ようの場合は1S・1。の責
あ蚤としブ～（C＆P．SaN．5）っ
　SaehsenSpiege！に至ると訴の提起に關して特に規定を設け、
非現行犯の揚合には、規定ある場合は別として一般には叫喚告
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知の方法で訴ふべきではなく、若し敢て之を爲せば損害を賠償
すべきこと㌧した（8sp．一Lalldreeht　II，64§5）。管轄裁到所に
非ざる裁到所へ訴ヘプ～る者は、裁到官に罰金を支彿ひ相手方に
贈罪金と損害とを支排はねばならない。例へば世俗裁到所へ訴
ムベきことを教會裁判所へ訴ヘプ～る場合の如し（Ssp．』L包11dl℃eht
HI，87§1）。訴によウ召喚せられて相手方が出頭せるに、若し
原告が出頭せず叉は出頭するも訴を途行せざるときは、原告ぽ
裁到官に罰金を支挑ひ相手方に賠罪せねばならない（SSP’Lal！d－
reeht　II，8〉。途行して而も敗訴したるときはその故を以ては何
等の不利盆を科せられない（同上）。叉相手方が排謹宣誓を行つ
たので主張が貫徹せられなかつた揚合でも同様である　（畿p．一
Landre・cht　I，62§4）。財物請求の訴に關しても同様であるが、
若し請求者（敗訴者）が占有を有して居る揚合は罰金と聴罪金と
の責を件ふ（Ssp』Landr（℃1・t　I，53§2〉。訴訟が績行せらる㌧揚
合等に於て被告を出頭せしむることを保謹したる者は、それを
果し得なければ、彼は彼の身代金丈けの額を支拗はねばならな
い（S8P．一L乱ndrechtI，65§3〉C
　到決前の離族調に於て僑讃したる者あるときには、恥xS油織
は600dil1。（15sol．）の賠罪金と外に債額賠償と拒絶賠罪金と訴
訟費用（causa）とを支梯メ・責任があウとし、宣誓補助者たると
きはこれは各人5s（》1．に減額せられた（LexSal。48§§／一ご1）。又
宣誓を爲す義務あわて之を拒みたる者は葛8（・Lを以て贈罪す
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べきであつた（CdpS，32）。裁判に當つて盟紳探湯を爲さんこと
を要求せられたる者が、若しそれを爲すことを免れんとすれ
ば、宣誓補助者を立てた上に、請求額が（30（1（lilL（15sol．〉なる
ときは120dhL（38d．）を、請求額が35s・Lなるときには2鋤
（1il1・（6soI。）を提供せねばならない。　それ以」二の請求たる揚合
も上記の額に止まる。但し身代金の請求即ち2り“8吐（甑l　s・1・
1800soL等σ）請求なるときには1200｛lin．（30s（）1．／を提供する
こと㌧なる（LexS芝Ll．53§§1－5）。　裁タUは』本來〕・adlilld）llrgi
（陪審員）によつて行はれる。陪審員が判決を宣告せのときに
は、原告は法定の文言を述べて之を促し、而竜なほ彼等が爲さ
のときには彼等七人は各自120曲1．（3s・L）の責あうとせられ
る。それでもなほ宣告せず叉は此3Sd。の支彿を確約せのとき
には、彼等各1、はllOO　lIill・（15s（）L）の責あうとせられる（Lex
Sal．57§11§2〉。LへSali餓のNovellaeは、紳判以外に於て即
ち陪審の判決に代るべきものとしてよム以外に、熱湯判断を他
人に要求しブ～る者はlloO　din．（15sol。）の責あわと定めた（N帆
ll、4〉。更に詐う宣誓しブ～る旨が謹明せられ曳ば僑謹者は15soL
の責あめと定め（Nov．II，15§1）、叉、それが謹明せられぬと告
登者が15SO1．の責あうとせられる（同條§2）。尤も告登者は決
闘によつて定めんことを主張し得プごq司、L）。傭讃被疑者は盟紳
探湯を行つて手が焼け欄れ㌧ば上記の科を受けるが、若し何等
の障害なきときにはその責なきものとせられる（N・v。II，16〉。
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：LexSaxolmn1に至ると庭置は嚴酷となう、たとへ知らずして
誤う誓へる場合たウともその宣誓に用ひたる手は切断せらるべ
きものなウとしてゐる（Lex　Sax．22）。知つてf爲讃すれば死刑
（LρxS眠21）。
　SaehsellSpiegeRこ至ると、K～副大三E前後に於て南方よ頻專
播し來れる代辮者伽riSpreeho，w・Sp1燥e）制の利用が盛んとな
蚕し結果、特にそれに關する定が置かれてゐる。代辮者の言に
よつては、原告立立に被吉は、それを是認せざる限ウ損害を及ぼ
さる＼ことは無いとせられる（S卜P．一1・をu1〔1γ（・（・ht　III，14§1）。蓋
し原告又は被告は自己の代辮者の言を雛き、それが自己に有利
である場合にのみ之を是認して自己の言として利用すれば足る
のであるが故である。代辮者も亦罰金拉に贈罪金を支彿ふ。從
つて遅くとも若しそれ等が科せらるべき揚合に至れば、代辮者
は、相績財産を有するか然らずんば保讃人を立つるを要するこ
と＼1なる（Ssp。一L釦1drechtl，61§4）。
　S鳥（fhsongpiegelに至ると…判決の非難に關する制も明定せられ、
それに關する贈罪金の定も爲されてゐる。或到決作成者（裁到
官とは別人）の作成したる到決を非難する者は自ら正しとする
到決を作成して自分の主張を貫徹しなければならない。若し之
を貫徹し得なければ、彼は裁到官には罰金を挑ひ、前到決作成
者には賭罪金を支彿ふ必要がある。而も裁判官がその爲に使者
を派遣した揚合には、その族の失費をも支沸はねばならない
70 濁逸中世の損害賠償制度
（Ssp．一Lalldreeht　II，12§5）。非難せられたる者が非難者の到決
を直ちに承服したるときには罰金も賠罪金も生じないのである
が（Ssp．一Lehnreeht69§3）、若し之に承服せざるときには、
互に宣誓補助者を利用して歎を以て雫ひ、敗れたる者は罰金と
賠罪金との責あること＼なる（SSl）。一：Lalldrecht12§8）。若し
到決の非難が到決に封する賛同後に行はれたるときには、賛同
前相手方に相談の猶豫が乞はれてゐブ～場合は別とし、到決作成
者の外なほ凡ての賛同者に瞭罪金を支梯はねばならない（Ssp．一
：Lohl〕1℃eht69§11）。到決の非難を爲す資格無き者が非難を爲
すには、罰金虹に賠罪金支彿の爲に、有資格者を保謹人に立て
る必要がある（Ssp』Lelmrecht69§2）。
　下級裁判官の許で慮訴すべきに拘はらず之を拒み、上級裁到
官の許で鷹訴したる者は、原告に封し特別の賠罪金を支抑ふべ
きものとせられブ～。百姓代の裁剣を拒み、上級裁到官の許で鷹
訴しブ～る者は三十シリングの賠罪金とせられてゐる（Ssp，一Land－
reehtl且，86§1）。
　不法差押に關しては既にLex　S＆lieaに規定が置かれてゐる。
Graf（守護）に封し不法差押を爲す様に乞ひたる者は、欺岡差押
と稻して8000din．（200s・L）の責を負ふこと㌧なる（Lex　SaL
51§1）。而してGmfがその乞に慮じて債務額以上に其他不法
なる執行を爲すに至れば、その（lrafは生命を以て賠はねばな
らない。帥ちその身分に慮じたる額を以て賠罪すべきこと㌧な
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る（同條§2）。ILex　Salie芝LのNovellaeは、訴へのうちに、債務者
に知らせずに、裁到官なしで即ち自力で差押を行へば、之を爲
したる債権者はその債権を失ふこと＼なる。而も差押が不法に
爲され』ば、法律に從ひ偵額賠償の外に15so1．の責を差押者は
負ふ（N侃IV，2）。C乞Lpiもulare　de　p＆rti貰）us　Sax《）11i瀞も自力差
押を禁じ若し之を侵せば過料（bamum，BanllbuBel）を支排ふ
責あめとしてゐる（CdpS，25〉。　S＆ehsel！spiegelも現行犯の揚
合、地代を借地人よう取立つべき地主が行ふ揚合等特別なる場
合を除き（Ssp。一LalldreehtI，54§4111，27§4128§211H，
20§2）、差押は裁到官の許可を受くるか又は裁判官の使者プ～る
執行官（vr61〕e　bode）によつて爲さるべきものとしてゐる（SSp．一
IL芝m（hecht　I，53§31111，56§2）。不法差押を爲せばその者の
生命虹に財産は剥奪せられること＼なる。それが執行官によう
棉i限外に亙め行はれブ～る場合亦同じ　（SSl）』Lan‘ireeht　III・酪
§2）。從つて贈罪金の定は無い。
　最後に王権の登動に關する又は王権を背景とする贈罪金の制
度を見やう。Lex　Sallcaはそれが王椹大ならざる時代に生じた
法律なる關係上、か＼る規定は比較的少い。一二の規定を拾へ
ば、國王からの書面によう進登せんとし而もそれを裁到所で示
す者に封して、國王の命令に反して之に抗議せんとする者は、
8000dil1．（200sol．）の責あうとせられる（LexS就14§4〉。王
碑を姦淫したる者は一般の碑女を姦淫したる場合の倍額即ち
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121）0《lin。（30s｛）L）の責あうとせられる（LexSal．25§4〉。徒蕪
を組んで殺人を行ひたる揚合に、被害者が國王の從者ならば一
般人の三倍の身代金即ち72000‘1il1・（1800sol・）の責あうとせら
れてゐる（Lex　S芝亀L42§1）。從軍中の者を殺したる場合亦同様
である（Lex　S乱1．63§2）。
　（ゴ～Ll）itlllεLtif）d（・P～Lrtibus　SaxOlli之Leに至ると致會虹に牧師に権
力を典へるといぶ建前によつて王権は非常に張化せられてゐ
る。例へば教會内に入りたる者は殺さる㌧ことなく、逐ひ出さ
る㌧ことなく、生命を脅かさる㌧ことが無い。然し出來る丈けは
債務を果すべきであ鉱叉國王に召喚，せられ㌧ば出頭すべきで
あるとせられてゐる（（ldpS。2）。Cとも1）itulとLI・e嵐xOIliCumに至
るとその雀頭に於て、國王の統制権（命令椹）（1）almum）に背く
者あらば、その者がフランク人であらうとザクセン人であらう
とGOsol．を支梯ふべき義務あるものと定めブ～。　そして100e
鋤L迄の額を國王は定めることを得るとした（C～LP．S＆x．9）。國
王の使者が叉は從者が殺されたるときには、一般の場合の三倍
の身代金を生ずべしとし（（‘～もp・SaX。7〉、更に進んで、死刑を科
せらるべきやうな犯人が王樺の下に在ウ叉は保護を求めてその
下に來た場合には、國王は之を引渡すことも出來るが、犯人を
その妻・象族・財産と共に他地方又は國境地方へ移住せしむる
ことも出來ると定めブ～。その揚合には犯人は死亡と看倣された
のである（（｛ap．融X。10〉（註一）。Lex　SaxOmm！に至ると、死刑
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の宣告を受けたる者は決して卒和を有せず、たとへ致倉へ逃げ
込むも引渡さるべき旨を規定してゐる（L（・x　SaN，28）。上蓮の
ものは未だ宣告を受けざるものであウ、之は宣告を受けプ～もの
であるから殉者は矛盾してゐない。LeN　Sax《mmnは叉軍隊か
ら宮廷へ宮廷から軍隊への道に在る者に封して悪事を行へる者
にi封し、三倍の贈罪金’を徴すべき旨を定めた（L紙S芝既37）。こ
れも亦王権の一表現である。
（註一）　「1本養老律令中にも似たやうな制度が見られる一移紬1印ち之である・賊盗
　　律第＋八條拉に獄令第＋七條等参照
　Sachsellspiegdに於ては、牛フーフェ乃至三フーフェの土地を
有する高持百姓の内から裁到官虹に滲審員によつて選ばれたる
執行官は（Sgl）・一L～m｛lredlt　I，2§31HI，45§5156§1161§3）、
死刑の執行、當事者の召喚、逮捕差押等廣汎な権限を與へられ
てゐるのであるから（S琳一L芝mdl。（・（・11t　I，砲§釈63§511HI，55
§2）、その任務に背反する行爲不行爲あ今たるときには特別な
る刑罰を科せられると同時にISSp．一L～u油℃幽t　H．16§4〉、他方
に於て執行官は通常の二倍の身代金拉に賠罪金を受けるのであ
る。基準は彼の生來身分である（SSp．一Lれ1油℃｛赫1，8§2）。
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六 罰 金
　聴罪金と罰金との關係は可なう複雑して居る。こ㌧に罰金と
は、違法行爲に某き國王其他の公権力者叉は公共團髄に支挑ふ
金銭その他の物を指し、違法行爲の被害者に封する賠罪金と匿
別する。罰金は古くは丘edus，fritus（FI・iedel／sgeld）と稻せら
れた。例へばLex　Sと源れの中にも、國王の保護下に在る娘を
略取すれば2500（lilL（6場sd。）の罰金を科せらるべく（Lex
S＆1．13§6）、一般に作業中の奴碑や鐵鍛冶・金鍛冶・豚追ひ・
葡萄作う・馬丁等を殺し又は略取したる者は、債額賠償虹に拒
絶購罪金と120041il1．（30501。）の賠罪金との外に、なほ罰金拉
に復讐断念金（飼do）として1800｛lin・（45sol・）を支梯ふべしと
し（1・ex　StLL35§61§7）、誠實に確約しブ～る債務を所定の期限
に支梯はず、種々の手績の後Graf（守護）が陪審員と共に債務
者の家に赴き債務者の財産を陪審員の評債に從ひ差押没牧を行
ふに至れば、その金額の三分之二は債権者に入るも三分之一は
罰金としてGrafに入るべしと定め（ILex　Sa1．50§3）、腔神探
湯を爲すべきときにそれを爲すに代へて金銭を以て冤れたる場
合、所定額を超えたる部分はGrafに入るべきものと爲し（LeX
Sal．認§2二§41§6）、十コ歳未満の小供が違法行爲を犯せる場
合には杢然罰金を科せずと定めてゐる（Lex　Sa1．鍛§5）。
　1・exSaliα1のNovdlaeに於ては、f爲謹しプ～る事明らかとな
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ればその者は15soLの刑罰（mu1切を科せらるべく、盤紳探
湯の結果その手に何等の障害なかめし時はかへつて告登者が
15sol。の刑罰を受くべきものとした（XOv．H，1（3）。こ＼に刑罰
とは亦上述の罰金と性質に於て礎めがない。
本來罰金には、系統が二つあるのであつて、その一一はその金
額の提供によつてその者よウ裁判上剥奪されたる雫和を同復す
る爲の、換言すればその村落生活よウの村八分を解除して貰ぷ
爲の代償であつたのであう、之をfrρdUSと稻し、何等王権領
主椹等と關係なきものであつた（註一）。　その二は國王の統制穂
叉は命令権とも稚すべきbalmus（Ba1皿eellt）の系統に属する
ものであ鉱それが裁到所に登動して、國王の命令違反を理由と
して科せらる㌧一定の金額を指しブ～。そして多くは所犯の大小
に依らずして寧ろ裁到所の審級によつて額が上下する方法が探
られた（註二）。此fredusは次第にb乱】musによつてその地位を
奪はれる傾向を持つた。然しそれが實現せざる間に爾者は融合
してその匿別は失はれるに至ム、或罰金が爾者の中の軌れの系
統に属するか容易に庭別し得ざること㌧なる。（lapituiati・de
p乱rtibUs融x（）niと鳥e轟こ於ては、國庫に牧入あるに際してはそれ
が痂doであるとbalmusであるとその他のものであるとを問
はず必ずその十分之一が敏會に給付せらるべき旨を定めて居り
（CdpS．16）、爾者の囁別が未だ消失して居らないことを示し
てゐるが、Saehse】19piegelに至ると、bal1なる語は使用せられ
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ては居てもそれは罰金を意味せず、之を科する椹限の意に用ひ
られ、罰金を意味する語はwedde叉はgewe（ldeの語に統一さ
れてゐる。1）乏mが輩猫に用ひらる＼ときには多く破門権を件ふ
敏會的統制権を指し、國王の統制権又は裁判権等を意味する場
合には多くkOlljgesl）anの語が用ひられてゐる。但し例外は在
る。hll〔1reeht第一・巻第五十三條第四項に於けるbalmesは法
王のものを指して居・る。
（註一）　Ilis：　（’弄eschicl置te　d（）s　deutsohen　Stra£rechts　bi8zur　K抗rolilla・19287
　　S．102．
（註二）　77滲照○
　罰金と身代金叉は賠罪金との關係は、それ等が一括して科せ
られ、提供あうたる後罰金取得権者と贈罪金取得権者とが分歎
的割合（多くは1：2。1：1の所もある）に於て分割する方法と、
益然別個に初めから各々の額を明示して科せられる揚合とがあ
る（註一）。Lex　Salicaの規定は多く前者に從ひ、StもehsenSI）iege1
のものは多く後者を探る。S乞しehsellspiegelに於てwedde，gewed－
de又は動詞wettellは此意味に用ひられるが、他の場所では
此語は罰金を件ふ確約の意に用ひらる㌧ことのあることも、注
意せらるべきである（註二）○
（註一）皿s：ibid・S・96・Bru皿er：lbid・1，1887，S・16レ5・
（註二〕Iiis；ibid・S・102・
　融chsenspiegelは罰金の支挑に關し、支沸ふ側の身分に從つ
て、旗知行（van16n）を有する諸侯は國王に百ポンドを、各地の
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自由貴紳は將軍に十ポンドを支沸ふべきものと定め（Ssp．一L紐d－
recht　Ill，64§21§3）、小前百姓（biergelden）は庄屋に封して
八シリングを支沸ふべしとした（同條§8）。又一般人は國王に
封し違法行爲に基かずして罰金を支沸ふ揚合にはその額十ポン
ドとせられてゐる（同條§2）。但し、ホノソシュタインやシュト
マノレンやノ・一デノレンの如く特別の定を有する地方もある（同條
§3）。國王の統制権に基く揚合なるや否やに從つて、若し之に
基いて裁到集會が行はる㌧場合には、　その権限を帯ぶる守護
（greve）虹に代官（voget）には六十シリングの罰金が支沸はるべ
く（同條§4）、同様なる王都守護（palanz　greve）虹に地方守護
（lantgr6ve）にも同額が支沸はるべきものとする（同條§6）。然
し國王の統制椹を帯びず自分自身の力によつて裁到集會を主宰
する邊境守護（m＆rkgr6ve）には三十シリングが支梯はる㌧のみ
であウ（同條§7）、同様な立場に在る代官には三シリングが支
彿はる㌧のみ（同條§9〉。守護代（gogr6ve）には六プフェニヒ叉
は一シリングが（同條§10）、百姓代（b加meistere）には六プフニ
ニヒが支沸はれる（同條§11〉。
　以上のSachsenspiegelの規定を見ると、國王の統制権1・命
令権の系統を引いたものとfredus的なるものとが、或場合に
は結合し或場合には軍凋で存在してゐたことを知るのである。
唯前代のfredusとは、贈罪金の額によつて罰金の額が上下せ
ず一定してゐる黙が、大いに異つてゐることに注意せらるべき
である。
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　　　　　　　　　結　　語
　上來説述したる身代金・贈罪金等の計藪は甚だ匝々であ外
一見何等統一なきもの＼如くであるが、それ等の法律は今日の
如き滲照法に非ずして記憶法プ酌し關係上、必ず何等かの簡輩
なる原則の上に立つてゐた筈であるとは、何人も考へ及ぶ所で
ある。これに關してBrunllerは夙にその著濁逸法制史に於て
説明を加へ、古くは十二進法Duodezim＆lsystemが本來であう、
それの倍藪叉は分数等が具膿的な個々の定であつて、それが後
に十進法Dezimalsystemに攣じたとしてゐる。そしてその原因
として貨幣制度の憂更を墨げることは容認し難いとし、寧ろ身
代金の分割に際して用ひられた十進法が一般化しブ～ものとして
ゐる（註一）○
（註一）　Brulmer：　Rechtsgechichte　II，S．608＿．9．
　身代金と瞭罪金との關係は：Lex　Sa！iea以下ILex　Saxonumに
至る迄のものに於ては非常に薄く、Sachsenspiegelに至ると非
常に密接とな鉱人の身膿傷害の場合に後者は前者の分歎を以
て定あらる㌧に至つて居ることは、嘗て述べたる所である（31
頁滲照）。但しSachsenspiegelに於ても盗罪等の財産犯に關
しては身代金と直接の關係が無いことも既に鯛れ遊　（59頁）。
よつて此庭に問題として残る事は、：Lex　Sali餓の財産犯に關し
て認めらる＼拒絶購罪金と贈罪金拉に債額賠償との關係、之を
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一般化して定額賠償と實損賠償との併存の能否の間題である。
　：Lex　Salic乱の中で盗犯等に關し認めらる㌧拒絶賠罪金（dila－
tura）はその性質は明瞭でないが、恐らくはBrm皿erの言ふが
如くに、盗犯を直ちに自自せずして不必要なる時間・費用・努
力等をその決定に就て要せしめたることを理由として科せらる
㌧ものであると考へられる（註一）。叉Lex　Salieaは此di1翫tura
を認むる場合には殆んど常にc＆pitalなるものを認めてゐる。
即ち債額賠償である。これは盗品等が返戻され＼ば支梯はる㌧
ことを要せず、それの不可能なる揚合にのみ科せらる＼ならば
容易に首肯し得るが、それ等の外に更に加へて科せられてゐる
賠罪金は然らば何であるか、如何なる性質を有する力理問題と
なる。考ふるに、これは一面物品が同牧し得ざウし問被害者の
受けたる種々の不便苦痛を癒し、他面盗犯防止の爲の刑罰的作
用を螢んでゐプ～と考ふべきである。Saehsellspiege1に於ても、
そのILalldreeht　II1，47§1に於て、篇盗又は張盗の手段によ
つて取得せられ潅る物は返還せらるべく、若し返還し得澱旨を
誓ふ者があれば喪失者の詐債に從つて代債を支抑ふべし、敦れ
の揚合にも賠罪金が別に附加せられると定めてゐる。尤も評債
が不當なムと思惟する者は宣誓によつて減額を要求することが
出來た。
　（言主一）　］Brunner：ibid．II，S．626。
　Sachsenspiegelは叉、そのILan（1reehtII，47§1に於て、他
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人の畠や牧揚に自己の家畜を故意に放牧したる者は、損害を賠
償するの外に三シリングの贈罪金を支沸ふべき旨を定め、同條
§2に於て、放牧が故意に基かざるときには損害を賠償する外
には各家畜につき六プフェニヒを支彿へば足るとしてゐる。即
ち六分之一一にて足るとしてゐるのである。又、同上II，46§4
は、既に播種してある他人の耕作地を不法にもうなひ起す者
は、賠罪金の外になほ損害を支梯ふべきものとしてゐる。更
に、同上III，86§2虹に87§§1－2は、管轄裁判所以外の裁
到所へ訴訟を爲したる者は、所轄裁到所へ罰金を支彿ひ、相手
方へ瞭罪金を支排つた上、なほ損害を賠償する必要があるとし
てゐるo
　以上を要するに、狗逸中世に於ては定額賠償が主であウ實損
賠償は寧ろ補助的地位に於て認められ、而も一個の違法行爲か
ら、裁到権者即ち部分肚會叉は領主に劃する罰金と相手方に封
する購罪金定額と實損賠償金との三者を同時に生ずることが相
當多く認められてゐたことを看取し得る。又人命犯・傷害犯に
於けると財産犯に於けるとは、賠償制の建前を多少異にしてゐ
たことも之を知ム得るのである。斯くして濁逸中世は、今日の
實損賠償制の時代たると封比すれば、之を定額賠償制の時代で
あつ尤と稔しても敢て過言ではない。（一九三九、六、二〇）
